
 

                 －1－ 

教育委員会８月定例会会議録 

 

１ 日 時  令和４年８月５日（金） 午前１０時 開会 

 

２ 場 所  三島市役所中央町別館 4階 第 1会議室 

 

３ 出席者 

（委 員）西島教育長、安藤委員、佐藤委員、草間委員、飯島委員 

（事務局）鈴木教育推進部長、渡辺学習環境整備統括監、杉山教育総務課長、中村学校教育課長、 

若林生涯学習課長、米山図書館長、寺田文化財課長 

（書 記）高梨教育総務課総務係長、大角教育総務課主査 

 

４ 傍聴人の人数  ０人 

 

５ 会議次第  

（１）開会 

（２）前回会議録の承認 

（３）会議録署名人の決定 

（４）各課の事業報告（経過・予定の報告） 

（５）教育長の報告 

（６）教育推進部長の報告 

（７）議第 33号 指定校の変更及び区域外就学の承諾に係る許可基準の見直しについて 

（８）その他 

（９）閉会 

  

６ 議 事 （要旨） 

（１）開会  西島教育長が宣言した。 

 

（２）前回会議録の承認  前回会議録を承認した。 

 

（３）会議録署名人の決定  西島教育長が安藤委員と草間委員を指名した。 

 

（４）各課の事業報告（経過・予定の報告） 

   各課長が経過報告書及び予定報告書により報告を行った。 

（佐藤委員） 

  8月 9日に実施予定のイングリッシュライブはとても良い事業だと思うが、どのくらいの時間行う

か。 
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（中村学校教育課長） 

  第一部、第二部、第三部と別れており、各 1時間ほど予定している。対象は 3・4年生、5・6年生、

中学生としている。 

 

（西島教育長） 

  これまでは、箱根の里で実施していたが、昨年からコロナの影響によりオンラインで実施している。 

 

（５）教育長の報告 

  ・7月 23日から夏休みが始まった。全児童生徒がタブレット端末を持ち帰っているので、自由研究

や復習等に有効活用してくれることに期待している。 

  ・今回のコロナ第７波は、子どもたちへの感染力が大変強く、7 月中旬以降各学校は、校医の先生

方と連携をとりながら感染対策を徹底していたが、感染者数はこれまでに例を見ないほど多数に

上り、夏休みに入ってからも感染者の報告が続いている。8月 26日の学校再開までには状況が落

ち着くことを祈っているが、不測の事態に備えて、オンライン授業を実施する際に支障のないよ

う、各学校には家庭との通信テストを指示したところである。 

  ・夏休み中は、教職員にとって時間的余裕ができる時なので、是非、研修と休養に充ててほしいと

考えている。市教委が主催する研修はスキルアップという名称で実施しており、ヤングケアラー

の講習、応急手当、家庭教育の支援事業講座、iPadを活用した授業づくり、若年層の自殺とメン

タルヘルス、特別支援教育等の内容で実施した。 

  ・8月 12日から 18日まで土日を除く 5日間を学校閉庁日とした。なるべくこの期間は休養にあて

てほしいと思っている。 

 

（６）教育推進部長の報告 

ア 関連事業等の報告について 

(ア) 7月の入札状況 

 ・委託や学校の清掃業務手数料の入札状況を説明した。 

（イ）令和４年度 チャレンジスクール 

・三島市内在住の小学校４年生～６年生を対象に、集団生活や自然の中でのさまざまな体験学習と

仲間づくりを通して、たくましさと思いやりのある豊かな情操を養い、心身ともに健全な児童の

育成を図るために実施。７月中旬からの新型コロナウイルス感染症の急激な拡大により内容を大

幅に短縮して実施。 

（ウ）放課後児童クラブ指定管理者審査委員会 

・現在の公設公営による放課後児童クラブ運営体制では、利用児童の保護者からの要望の多い開所

時間の延長や土日/祝日等の開館日の拡充などに対し、勤務時間をはじめとした支援員の任用条件

の柔軟な対応や、働き手の確保等について解決困難な課題が生じている。このことから、これら

の要望に応え子育て世帯が安心して働くことができるよう、令和 5 年度から公設の全放課後児童
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クラブに指定管理者制度を導入すべく指定管理者を公募し、外部の有識者を加えた審査委員会を

実施し指定管理者の第 1順位候補者を決定した。 

 

 イ 関連事業等の予定について 

 （ア）令和３年度教育推進部決算審査 

    令和４年８月５日（水）１３時１５分～ 

 （イ）広島市平和祈念式中学生派遣事業 

・趣 旨 ：将来の三島市を担う市内の中学生を対象に、戦争の悲惨さや平和の尊さについての認識

を新たにし、より一層平和への思いを深めるため、広島市平和祈念式に派遣する。  

・実施日 ８月５日（金）・６日（土）※広島市平和祈念式は８月６日（土）に開催  

・場  所 広島市平和記念公園（広島市中区中島町）  

・参加者 市内中学生８人（各中学校より１人）  

（ウ）広島市平和祈念式中学生派遣事業事後報告会 

・日  時 ８月９日（火）午前１０時３０分から  

・場  所 市長応接室  

・内  容 参加した感想等を市長に報告 

（エ）令和４年度みしまイングリッシュ・ライブ ～Online English～ 

・子供たちがコロナ禍においても、楽しみながら英語に親しむとともに異文化に触れる機会として、

外国語指導助手（ＡＬＴ）を講師として「みしまイングリッシュ・ライブ～Online English～」

をオンラインで開催する。 

・日時 ８月９日（火） 

・参加児童生徒は市内の小学３年から中学２年までの約 50名。 

・３つのカテゴリーに分かれ、オンライン上でグループ活動をする中で、簡単な英語を覚えたり、

基礎的な日常英会話を楽しんだりするとともに、異文化に触れる機会とする。 

・講師は、市内小・中学校に勤務しているＡＬＴが務める。 

・受講者には後日、オンライン上で修了証を渡す予定。 

（オ）平和都市推進事業街頭啓発活動について 

・平和都市推進事業の一環として市民の平和意識の醸成を図るため、終戦記念日の 8 月 15 日に市

内主要箇所において通行者に啓発物品を配布する活動を実施する。 

・日 時 令和 4年 8月 15日(月) 午前 11時から 12時まで 

・場 所 本町タワー前、大社町西交差点、三島駅南口駅前広場 

・参加者 市長、副市長、教育長、各部長及び部長級、市議会議員 約 40人 

（カ）第 7回三島せせらぎミニミニ水力発電コンテスト 

・ミニミニ水力発電装置の工作を通じて、発電の原理やメカニズム、自然エネルギーの利用法を学

び、創造性を育んでもらうとともに、まちを流れる湧水で電気が作れることを体感してもらうこ

とを目的として、小中学生等を対象に「第７回三島せせらぎミニミニ水力発電コンテスト」を開

催する。 

・コンテストは、８月１１日（木）午後１時から。 

・表彰式は、８月２１日（日）午前１１時から正午。 
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 ウ その他連絡事項 

 （ア）新型コロナウイルス感染症 

  ・新型コロナの状況は、全国的に感染拡大がおさまらず、過去最多を更新する都道府県が毎日出て

いる。県は、感染状況や医療ひっ迫状況等は「国評価レベル２（警戒を強化すべきレベル）」であ

るが、医療提供体制は、実質的に国評価レベル３（コロナの感染爆発により適切な医療を提供で

きなくなるレベル）と同様の状況であるとして、7月 29日(金)に「医療ひっ迫警報」を発令し、

県民にあらためて感染拡大防止への協力の求めがあった。 

  ・市内でも新規感染者数が連日３桁台で、８月１日(月)現在の感染者数の累計は 7,064人。7月 26

日(火)の知事定例記者会見では、「まん防」の要請は行わない見解が示されたと聞いているが、今

まで以上に基本的な感染予防対策の徹底やワクチン接種に向けた発信をしていかなければならな

いと認識。 

 

（７）議第 33号 指定校の変更及び区域外就学の承諾に係る許可基準の見直しについて  

   学校教育課長から、令和 5年 4月 1日から指定校の変更及び区域外就学の承諾に係る許可基準を

見直したい旨の説明があった。 

 

（安藤委員） 

  要件に合うか合わないかの審査はどうしているか。例えば、部活動を理由に指定校を変更した場

合、途中で部活動をやめてしまった場合はどうなるのか。 

 

（中村学校教育課長） 

  保護者から提出される書類と学校から提出される書類をもとに審査している。基準が満たされな

い場合は、当該児童生徒の事情を審議しながら判断していく。 

 

（鈴木教育推進部長） 

  部活動を継続する場合は、学区外就学の申請をしていただいている。その際に、部活動を継続し

ているかどうかが確認できる。 

 

（飯島委員） 

  議案の内容については賛成。これまで「その他」としていたところを「兄弟関係」「小規模特任校」

「部活動」に分類しているが、これまでにこの 3つ以外の事例はあったか。 

 

（中村学校教育課長） 

  家庭内暴力など、家庭環境に配慮すべき事情がある場合は「特殊事情」という案件として審議す

る。 

 

（飯島委員） 




